
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室を 

 
 

教室掲示 

□「食後」に飲む薬は、食後の約３０分までに飲むのが良い。  

【参考文献】『健康教室』（東山書房）、『健』（日本学校保健研修社） 

どの薬も、「食前」「食後」「食間」など飲むタイミングが決め

られています。これは胃の状態に合わせて、できるだけ体に負担

をかけずに効果を発揮するためです。 

 最も多いのは「食後」に飲む薬。薬は胃に刺激を与えるものも

多いため、胃の中に食べ物がある状態で飲むことで、胃にかかる

負担を減らすことができます。 

 

 

 

□飲み忘れた場合、次のタイミングで２回分飲んではいけない。 

薬は吸収されたあと、血液中に溶けて全身を巡ります。 

この血液中に溶けている薬の濃度を「血中濃度」と言います。 

どの薬も血中濃度が一定に達したときに効果を発揮します。薬の飲む量やタイミングは、この血中濃度をもとに決められています。

一度に２回分飲むと、血中濃度が高くなりすぎて副作用が出やすくなり、大変危険です。飲み忘れた場合は１回分飛ばし、次のタイミ

ングに１回分飲みましょう。 

 

 □薬は必ず水かぬるま湯で飲む。 

薬をお茶や牛乳、ジュースなどで飲むと、飲み物の 

成分と薬の相互作用により、薬が吸収されにくくなった 

り、効果が強くなりすぎて副作用が出たりすることがあります。コップ一杯

程度の水かぬるま湯で飲みましょう。 

～ 薬の飲み方についての知識を身につけよう！ ～ 
令和６年１０月 

石岡商業高校保健室 
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上のイラストの中に、「30 秒以上かけて洗う」と書いてあります。これを実践できている人は少

ないのではないかと思います。ただ手をぬらしただけのような手洗いではなく、石けんを使い、

30 秒以上かけて丁寧に洗うようにしてください。 

□使用期限が切れている薬は飲んではいけない。 

使用期限が切れている薬は、変質したり効果が薄

れていることがあります。期限の切れた薬は、未開

封であっても、使わずに捨ててください。 

 


